


















The Principle of History Lesson Based on Critical Interpretation of  
How the Historic Figures Acted

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































記号 資料名 執筆者・作成者 媒体・出典
A 1919年３月のインド、マドラス ガンジー 自伝の抜粋
B 1955年12月のアラバマ州モンゴメリー キング 自伝の抜粋















H アラバマ州バーミンガム（1963年４月） キング 自伝の抜粋
I 南アフリカ、ヨハネスバーグ（1952年４月） マンデラ 自伝の抜粋
J 南アフリカ、ヨハネスバーグ（1908年１月） ガンジー 回想記の抜粋










O 「私は秘密裏に旅をした．．．」 マンデラ 自伝の抜粋
P ライオンのしっぽに塩を振りかける 風刺漫画家ギャレット 風刺漫画
Q ワシントンへの行進 AFL-CIO（米国労働総同盟－産業別組合会議 ）バッジのメッセージ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































４－２ ②道徳的要求 → 市民的不服従の原理に基づいて正当性を示した。
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